
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

若手研究(B)

2015～2012

熱帯アフリカにおける森林資源利用の歴史生態学的研究と慣習的権利の確立へむけた応用

Historical-ecological study on forest resources for advocating customary resource 
uses of local people in tropical Africa

２０４４９２９２研究者番号：

安岡　宏和（Yasuoka, Hirokazu）

京都大学・アジア・アフリカ地域研究研究科・准教授

研究期間：

２４７１０２９６

平成 年 月 日現在２８   ６ ２１

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：カメルーン東南部の熱帯雨林地域において、人びとの生活の基盤となっている野生ヤムやブ
ッシュミートなどの森林資源の分布・アベイラビリティにたいして、それらを利用する人びとの歴史的・継続的な行為
が、ときに肯定的に影響してきたことが明らかになった。このように実証的方法にもとづいて描写された「歴史生態学
的事実」は、人びとの資源利用にたいする不完全な知識にもとづいて慣習的な森林資源へのアクセスを制限するという
かたちで、住民の生活の改変を迫っているグローバル／ナショナルな圧力にたいする異議申し立ての根拠となりうると
いう点で、注目すべきであることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study revealed that historical utilization of forest resources, such as wild 
yams and bushmeat, itself has influenced not only negatively but also positively the distribution and 
availability of the resources. Such “historical-ecological facts,” which can be illustrated through 
empirical methods, have potentials for the local people to object against global/national forces that 
intend to modify their livelihoods by, based on fragmentary knowledge, restricting the customary access 
to forest resources.

研究分野： 生態人類学、歴史生態学
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１．研究開始当初の背景 
　研究代表者は、2001年以来、カメルーン東
南部に住むバカ・ピグミーのもとで断続的に
フィールドワークをおこない、人々の資源利
用が、歴史的に地域の生態資源の分布やラン
ドスケープにどのような影響をおよぼしてき
たかを探求する歴史生態学の研究をおこなっ
てきた。そのなかで、本研究課題の着想に直
に関係する成果として以下の４点があった。 

(1) 野生ヤムに依存する狩猟採集生活の実態 　 
　中部アフリカの熱帯雨林に住んでいるピグ
ミー系狩猟採集民が、どのような森林食物資
源に、どの程度依存しているかは、はっきり
分かっていなかった。なかには、熱帯雨林で
は狩猟採集のみによって生活することはでき
ず、歴史的にみても、農作物の利用を前提と
してはじめて人間が住むようになったと主張
する研究者もいた。それにたいして研究代表
者は、カメルーン東南部の熱帯雨林では、野
生ヤムを中心とする森林食物資源のみによっ
て十分なカロリーを得られることを、バカの
生活への参与観察をとおして得た定量的デー
タの分析によって証明した。 

(2) 野生ヤムの分布の特徴と人間活動の関与 
　バカたちの森での生活をささえる野生ヤム
は、林冠の開けた明るい環境に群生するので、
いったん群生地を見つければ大量に収穫でき
る。そこで研究代表者は、広域にて野生ヤム
の分布を調べ、この地域の森のごく限られた
場所に群生地があること、また群生地が集中
する地域には、バカとともにこの地域に住ん
でいるバントゥー系農耕民の集落が、植民地
期以前に存在していたことを明らかにした。
さらに、バカたちが野生ヤムを移植するなど
の「半栽培」的な行為をしていることを観察
した。つまり、ある程度の人間活動が野生ヤ
ムの群生地の形成に関与した可能性が高く、
おそらく、それが野生ヤムのありかをバカた
ちが詳しく知っている理由である。  

(3) モザイク状の森林植生にたいする長期的
な人間活動の関与 
　つづいて、野生ヤムの群生地が集中分布す
る地域とそうでない地域で、森林植生を比較
したところ、野生ヤムの群生地が多い地域で
は、焼畑や村落跡など明るい環境に生育しや
すい半落葉性の樹種が優勢であることが分かっ
た。カメルーン東南部には常緑性の強い森林
と半落葉性の強い森林とがモザイク状に分布
しているが、このような森林のモザイクの相
当部分は、焼畑農耕民が移動生活を繰りかえ
すなかで形成されたと考えられている。そし
て、明るい環境を好む野生ヤムは、間接的と
はいえ、焼畑などの人為の影響を強くうけて
分布域を拡大してきた可能性が高い。 

(4) 森林保全活動の推進にともなう地域住民
による資源利用の制限　 
　1990年代初頭、中部アフリカでは深刻化し
た経済危機への対処の一環として通貨が切り

下げられ、利益率が向上した奥地での木材生
産が拡大した。その過程で整備された木材搬
出用道路は外部のハンターや商人による森の
奥地へのアクセスをも容易にし、ブッシュミー
ト交易が拡大した。それまで世帯内自給や村
内での小規模な売買のため、ごく限定的であっ
た野生動物の捕獲数は、広域の需要に応じて
急増しはじめた。一方、近年の森林保全の機
運の高まりのなかで、国立公園の設立や狩猟
規制の強化がなされ、今日ではカメルーン東
南部の森林は、幹線道路沿いにある定住村落
周辺をのぞいて、すべて商業伐採地（有用樹
の選択伐採後、観光狩猟用地となる）か、国
立公園に策定されており、それらの領域を住
民が自由に利用することは厳しく制限されて
いる。そのため、住民は、動物性資源であ
れ、植物性資源であれ、従来からのやり方で
は森林資源利用をできなくなりつつある。 

２．研究の目的 
　本研究課題では、(1) アフリカ熱帯雨林に
おける人間と生態環境の相互作用史を、地域
の生態資源の分布やランドスケープに刻みこ
まれた人々の資源利用の痕跡を解読する作業
をとおして把握し、(2) 近年の商業的森林伐
採の拡大や国立公園の設立によって不安定化
している地域住民の慣習的な森林利用の権利
を確保するために、第一の課題によって得ら
れた知見をどう活かすことができるかについ
て考察した。 

３．研究の方法 
(1) 野生ヤム個体群の分布に関する生物系統
地理学的分析 
　これまでの研究成果から、バカたちの森林
資源利用の根幹をなす野生ヤムは、人為的に
撹乱された環境において生育しやすい、いわ
ゆる「人里植物」のような性質をもっている
といえる。そして、非意図的なものもふくめ
て、人間による介入が、今日の野生ヤムの分
布・伝播に貢献してきたと考えられる。そこ
で、とりわけバカの関与がどの程度重要だっ
たのかを検証するために、野生ヤム群生地の
形成過程を詳らかにするとともに、生物系統
地理学の方法をもちいて定量的分析をおこな
った。 

(2) 野生動物の分布と生息密度  
　当初の計画では、主として野生ヤム等の植
物性資源を対象としていたが、研究をすすめ
る過程で、動物性資源についても、その分布
にたいする狩猟の影響、またそれを受けての
ハンターの対応といった相互作用が存在して
いるらしいことがわかった。そこで、研究代
表者が調査期間中に収集した狩猟実態に関す
るデータにくえわえて、これまで蓄積してい
た過去のデータ、研究協力者が収集した動物
の分布に関するデータをまじえて、過去20年
間の狩猟の実態と動物の分布の関係を分析
し、地域の動物相が継続的な狩猟圧によって
どのように変化したかを検証した。 



４．研究成果 
(1)  野生ヤム群生地の形成プロセス 
　野生ヤムは、アフリカ熱帯雨林に住む狩猟
採集民にとって、もっとも重要なカロリー源
食物だと考えられてきた。1980年代後半には
純粋な狩猟採集生活をささえるだけの規模で
野生ヤムが分布しているかどうに疑問が呈さ
れたが、その後の研究の進展によって、地域
によっては十分な量のヤムが存在しているこ
とがしめされてきた。しかし近年の研究では、
農耕民による森林植生の攪乱、すなわち焼畑
農耕や集落の形成が、野生ヤムの分布に影響
した可能性が示唆されていた。そこで、バカ・
ピグミーによって大量に野生ヤムが消費され
た二つのキャンプ跡地での調査をもとに、農
耕民による大規模な攪乱がなくとも広範囲に
野生ヤムが分布しうるかについて考察した。
放棄されて10年および7年が経過したキャン
プ跡地を訪れたところ、二種の野生ヤム（主
としてD. praehensilisとD. semperflorens）が
1000個体/haという高密度で生育していた（図
1）。同行したバカによれば、これらは料理
のさいに捨てられたイモ片から再生したもの
だという。これはヤムを食べる行為につねに
付随するものであるから、バカあるいはその
祖先の狩猟採集民は、たとえその結果を知ら
なくても、あるいは明確に意図していなくて
も、たんに野生ヤムを食べることをとおして、
その拡散に貢献してきたことになる。さらに
これまでに得られた定量データをあわせて分
析したところ、この過程で形成される野生ヤ
ム分布が、狩猟採集民の生活を支持できる規
模になりうることが明らかになった。 

　この成果は、雑誌論文④、学会発表⑩にて
公刊・公表した。 

(2) 野生ヤム分布の生物系統地理学的分析 
　先述のキャンプ跡で野生ヤムのDNAサンプ
ルを採取し、フランス国立科学研究センター
（CNRS）のブノワ博士、フランス開発研究
所（IRD）のスカルセリ博士とともに、マイ
クロサテライト・マーカーを利用した遺伝系
統分析を実施した。その結果、キャンプ跡に
生育する野生ヤム個体群の遺伝系統は、キャ
ンプ内・キャンプ間においてまったく構造化
されていないこと、またマイクロサテライト
遺伝子座におけるヘテロ接合頻度はハーディ・
ワインベルグ平衡から有意に外れていること
が分かった。この二点から、これまでに確認
されたように、バカ・ピグミーのキャンプ跡
に生育する野生ヤムは、ヤムの種子が他所か
ら侵入して形成されたものではなく、たしか
にバカたちが互いに隔離された個体群から集
めてきた複数のヤム片から再生したものであ
ることが確かめられた。 
　また、これらののヤムが収穫された場所ど
うしは数十から数百メートルごとしか離れて
おらず、種子繁殖が十分になされていれば遺
伝的交流はあっておかしくないが、そこから
収穫されたサンプルがハーディ・ワインベル
グ平衡から外れているということは、収穫場
所ごとの個体間において遺伝的交流が制限さ
れていることを示唆する。となると、バカが
収穫するタイプの野生ヤムは、有性繁殖にあ
まり成功していないのではないかという推測
がなりたつ。じっさいパッチ内において種子
繁殖が限定的であるならば、もっと距離のあ
るパッチ間においては、遺伝的交流はさらに
限定されていると考えるのが妥当だろう。こ
の結果は、サンプルの大部分が、バカによっ
て採集・廃棄されたイモ片から再生した個体
（≠種子繁殖）であり、かつ収集元のパッチ
も同様のプロセスによって形成された、とい
う仮説を支持する。 
　以上から、調査地域の野生ヤム分布は、限
定的な種子繁殖のもとで、異系統群の混交を
とおして形成されたことが示唆された。つま
り、遺伝的交流をともなわない人為による個
体の移出入をとおした拡散が、現状の野生ヤ
ム分布に強く反映されている蓋然性が高い。
だとすれば、今後、広域における群生パッチ
群の遺伝系統関係を分析することで、野生ヤ
ムを利用してきた人々の移動史を跡づけるこ
とができるかもしれない。 
　この成果は、学会発表①、②、③で公表し
たほか、現在、学術論文を作成中である。 

(3) 継続的な狩猟による野生動物相の変化 
　ブッシュミート（野生動物の肉）は、野生
ヤムとならんで、カメルーン東南部の住民に
とって重要な森林資源である。そこでブッシュ
ミートの利用の実態と持続性、および狩猟圧
と資源量の関係について、データの整理と分
析をおこなった。その結果、ブッシュミート
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図1：キャンプ跡（放棄後10年）に形成された野生ヤム群生地



交易の拡大を経て、狩猟動物の構成が変化し
たことが明らかになった。調査地域における
主たる獲物は森林性のウシ科ダイカー類であ
るが、2000年代前半には体重15kg程度のレッ
ドダイカー類が捕獲の大半を占めていた。と
ころが2012～2014年のデータでは、体重5kg
程度のブルーダイカーが多く捕獲されていた。
くわえて、調査地域における動物生態調査の
結果を総合して分析すると、人口密集地に近
いほど、レッドダイカーにたいするブルーダ
イカーの相対的な生息密度が大きくなる傾向
があることが分かった。すなわち、高い狩猟
圧の継続が地域の動物相の構成を変化させ、
獲物が小型化したと考えられる（図2）。 
　したがって、狩猟結果をモニタリングする
ことによって、地域の動物相の状態を推測す
ることができそうである。また、この情報は
狩猟をおこなっている住民自身が容易に得る
ことのできるものなので、住民が主体となる
野生動物マネジメントにおいて、核となる指
標として活用できる可能性がある。 
　この成果は、学術論文②③、学会発表⑤⑦
にて公刊・公表した。 

(4) 「歴史生態学的事実」が森林資源マネジ
メントにおいて持つ意味 
　上記の成果をとおして、カメルーン東南部
の熱帯雨林地域において、人びとの生活の基
盤となっている野生ヤムやブッシュミートな
どの森林資源の分布・アベイラビリティにた
いして、それらを利用する人びとの歴史的・
継続的な行為が、ときに肯定的に影響してき
たことが明らかになった。このように実証的
方法にもとづいて描写された「歴史生態学的
事実」は、人びとの資源利用にたいする不完
全な知識にもとづいて慣習的な森林資源への
アクセスを制限するというかたちで、住民の
生活の改変を迫っているグローバル／ナショ
ナルな圧力にたいする異議申し立ての根拠と
なりうるという点で、注目すべきである。 
　この成果は、学会発表⑥にて公表し、現在
出版準備を進めている英文図書にて公刊する
予定である。 
　また、「歴史生態学的事実」という、いわ
ば学術的知見を、地域住民がどのように活用
できるか、それにたいして「外部」の研究者
がどのようにサポートできるか、という実践

的課題に関しては、本研究のカメルーン人研
究協力者であるボボ博士とカムゲン氏、また
現地事情に通じている日本人研究者をくわえ、
本研究の成果を踏まえた新規プロジェクトを
立ち上げて、2016年度から実施している。 
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